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図 評価手順

21世 紀COEプ ログラム委 員会:審 査 ・評価 方法 、評価 項 目等の決 定

評価を付託

総合評価部会

分野別審査・評価部会

評価概要の説明

2月 中旬

書 面 ・合議評価

学長・拠点リーダーからの進捗状況報告書及び拠点形成計画調書等により評価

5月 中旬

ヒアリング・合議評価

拠点リーダー等から、進捗状況、拠点形成計画 についての説 明に関し意見交換

6月 中旬 ～7月 下旬

必要に応じ、学長同行の再ヒアリング、現地調査

8月 下旬

評価結果のまとめ

9月 上 ～中旬

総合評価部会(全体調整)

右記以外の評価結果の決定 分野別部会で当初目的の達成は困難で
あると判断された場合

調整部会

分野別部会の評価を大学に示し、これに対する反論の機会

を設けるとともに、大学から当初目的の絞り込みによる計画
修正の要望があれば併せて審議し、計画の大幅な縮小又

は中止の必要性等について評価を行う。

総合評価部会(評 価結果の決定)

報 告 10月中旬

21世 紀COEプ ログラム 委員 会:評 価結 果 の了承

●
事
例
紹
介
●

「
生
命
情
報
学
を
使

い
こ
な
せ
る

女
性
人
材

の
育
成
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介

郷

通

子

(お
茶
の
水
女
子
大
学
長
)

一

は
じ
め
に

現
代

の
生
命
科
学
は
、
二
〇
世
紀
に
化
学
や
物
理
学
分
野
か
ら
の

革
新
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
が
築
か
れ
て
き
た
。
二

一
世
紀

の
生
命
科
学
に
と

っ
て
は
、
理
学
の
他
分
野
か
ら
の
生
物

学

・
医
学

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
さ
ら
に
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
疾
患
関
連
遺
伝
子
の
統
計
学
的
解
析
が
疾
患
の
成

因
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
ま
た
生
物
進
化
の
解
析
に
数

学
的
手
法
が
有
効
で
あ
る
よ
う
に
、
今
後
は
数
学
と
生
命
科
学
、
あ

る
い
は
情
報
科
学
と
生
命
科
学
の
融
合
が
、
生
命
の
総
合
的
な
理
解

に
不
可
欠
で
あ
る
。

本
記
事
で
は
、
文
部
科
学
省
の
募
集
し
た

「魅
力
あ
る
大
学
院
教

育
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
よ
り
理
工

農
系
分
野
で
採
択
さ
れ
た

「生
命
情
報
学
を
使

い
こ
な
せ
る
女
性
人

材
の
育
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
学
内
外

の
背
景
、
計
画
の
概

要
と
特
色
、
な
ら
び
に
期
待
さ
れ
る
成
果
を
紹
介
す
る
。

二

お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
の
教
育
活
動
の
状
況

お
茶
の
水
女
子
大
学

(以
後
、
本
学
と
い
う

)
は
、
明
治
八
年
設

立
の
東
京
女
子
師
範
学
校
、
後
の
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
を
母
体

と
し
て
、
昭
和
二
四
年
に
新
制
大
学
と
な
り
、
開
学
以
来

一
三
〇
周

年
、
新
制
大
学
と
し
て
は
五
七
周
年
を
迎
え
る
。
奈
良
女
子
大
学
と

と
も
に
、
全
国
に
た
だ
二
校
の
四
年
制
女
子
大
学

の
国
立
大
学
法
人

で
あ
り
、
教
育
、
研
究
、
ビ
ジ
ネ
ス
ま
で
種
々
の
分
野
の
女
性
リ
ー
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ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
卒
業
生

を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
た
。

本
学
大
学
院
は
、
昭
和
三
八
年
か
ら
四

一
年
に
か
け
て
文
教
育
学
、

理
学
、
家
政
学

(現
在
の
生
活
科
学
)
の
三
学
部
の
上
に
、
人
文
科

学
、
理
学
、
家
政
学
研
究
科

(修
士
課
程
)
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
、

さ
ら
に
昭
和
五

一
年
に
人
間
文
化
研
究
科

(博
士
課
程
)
が
設
置
さ

れ
た
。
こ
の
大
学
院
は
、
平
成
九
年
に
は
前
期
課
程
、
後
期
課
程
か

ら
成
る
全
学
に
対
す
る
唯

一
の
研
究
科
に
改
組
さ
れ
た
。
学
内
に
息

づ
く
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
こ
こ
に
は
理
系
か
ら
文
系
ま
で

の
幅
広

い
分
野
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
学
際
性
、
国
際
性
、
そ
れ

に
将
来
性
を
重
視
し
、
社
会
的
な

ニ
ー
ズ
を
視
野
に
入
れ
た
教
育
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
込
み
、
よ
り
有
能
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
学
大
学
院
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
博
士
前
期
課
程

(平
成
八
年
度

ま
で
の
修
士
課
程
を
含
む
)
で
五
〇
五
九
名
、
博
士
後
期
課
程

(同

博
士
課
程
)
で
四
二
四
名
の
修
了
者
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
ア
ジ
ア

を
中
心
に
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
を
伝
統
的
に
多
く
受
け
入
れ
て

い
る
。
平
成
九
年
の
大
学
院
改
組
以
来
、
理
系
は
博
士
前
期
課
程
で

ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
、
数
理

・
情
報
、
な
ら
び
に
物
質
科
学
の
三
専

攻
、
博
士
後
期
課
程
で
人
間
環
境
科
学
と
複
合
領
域
科
学
の
二
専
攻

に
編
成
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

(図
1
)。

理
系

の
学
生
は
、
理
学
部
五
学
科
お
よ
び
生
活
科
学
部
の
理
系
二

学
科
か
ら
、
前
期
課
程
の
三
専
攻
の
い
ず
れ
か

へ
、
さ
ら
に
後
期
課
程

で
は
、
生
命
、
生
物
、
人
間
、
生
活
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
研
究

・
教
育
を

行
う
人
間
環
境
科
学
と
、
物
質
と
現
象
に
つ
い
て
物
理
と
化
学
に
よ

る
研
究

・
教
育
を
行
う
複
合
領
域
科
学
の
二
専
攻
に
進
学
す
る
。
現

在
、
理
系
の

一
部
の
教
員
が
文
系
の
専
攻
に
所
属
し
て
い
る
が
、
今

後
は
、
理
系

の
教
員
は
全
て
こ
の
二
専
攻
に
所
属
す
る
予
定
で
、
基

幹
分
野
の
充
実
と
先
端

・
創
成
分
野
の
強
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
年
、
文
部
科
学
省
の
魅
力
あ
る
大
学
院
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
募
集
に
、
理
系
と
文
系
か
ら
各

一
件
を
申
請
し
た
。

い
ず
れ
も
、
融
合
領
域
か
ら
新
領
域
を
創
出
す
る
能
力
を
も
つ
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
「生
命
情
報
学
を
使

い
こ

な
せ
る
女
性
人
材
の
育
成
」
(理
系
)、
「[対
話
と
深
化
]
の
次
世
代

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

(文
系
)

の
二
件
で
あ
る
。
大
変
幸

い
な

こ
と
に
そ
の
両
方
が
採
択
さ
れ
、
現
在
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

三

本

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
着
眼
点
と
目
標

生
命
科
学
と
情
報
科
学
の
融
合
に
よ

っ
て
生
命
の
設
計
図
で
あ
る

ゲ
ノ
ム
解
析
が
可
能
に
な
り
、
ゲ
ノ
ム
配
列
か
ら
得
ら
れ
る
膨
大
な

情
報
を
処
理
す
る
た
め
に
、
生
命
情
報
学

の
分
野
は
、
近
年
、
飛
躍

的
に
進
歩
し
て
き
た
。
生
命
は
多
数
の
分
子
の
複
雑
な
相
互
作
用
で

成
り
立

つ
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
の
で
、
生
命
を
理
解
し
て
い
く
た

め
に
は
、
遺
伝
子
に
コ
ー
ド
さ
れ
な
い
代
謝
産
物
も
含
め
て
、
様
々

な
生
体
分
子
の
基
本
デ
ー
タ
を
集
め
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
り
、
そ

こ
か
ら
有
用
な
情
報
を
取
り
出
し
て
解
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
生
命

情
報
学
は
、
こ
の
よ
う
な
分
子
レ
ベ
ル
の
情
報

の
集
積
を
基
盤
に
、

細
胞
、
組
織
、
個
体
、
生
態
系
レ
ベ
ル
で
生
命
現
象
の
機
構
解
明
を

め
ざ
す
新
領
域
と
も

い
え
る
。
生
命
を
体
系
的

に
理
解
す
る
た
め
、

国
際
的
に
様
々
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
が
始
め
ら
れ
て
い
る
現
状
に

お
い
て
、
生
命
の
概
念
を
更
新
し
、
深
化
す
る
た
め
に
、
生
命
情
報

学
を
様
々
な
分
野
で

用
い
る
こ
と
は
不
可

欠
で
あ
る
。

一
方
、
社
会
に
お

け
る
人
材
需
給
状
況

に
目
を
向
け
る
と
、

経
済
産
業
省
の
統
計

資
料

(図
2
)
が
示

す
よ
う
に
、
生
命
情

報
学
を
扱
え
る
人
材

に
対
す
る
産
業
界
の

高

い
需
要

に
対

し

て
、
大
学
の
生
命
情

報
学
分
野
に
お
け
る

人
材
養
成
の
実
施
状

況
は
大
変
低
い
。
生

図1本 学3学 部と人間文化研究科の組織構成

理学部

理系

生活科学部

文系

文教育学部

数学科

情報科学科

物理学科

化学科

生物学科

食物栄養学科

人間 ・

環境科学科

人間生活学科

4学 科

博士前期課程

数理 ・情報科学専攻

情報科学 応用数理 数学

物質科学専攻
相関物質科学

分子科学 物理化学

ライフサ イエ ンス専攻

生命科学系3コ ース

生活科学系5コ ース

発達社会科学専攻

人文学専攻

言語文化専攻

博士後期課程

複合領域科学専攻
複雑系 物質 数理自然情報

社会情報

「生命情報科学を使いこ

なせる女性人材の育成」

プログラムに関わる専攻

人間環境科学専攻
相関生命 生活システム

食環境

ジェンダー学 際研 究専 攻

人間発達科学専攻

国際日本学専攻

比較社会文化学専攻

図2分 野別の人材需給に関する経済産業省の公開データ

産業界の求める重み 大学の実施状況ポイント

生命情報科学 ・バイオインフォマティクス

『生命情報学』人材 と 「知能 ・メディア ・システム創成」学系

のプロファイル比較
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命
情
報
学
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
分
野
や
融
合
分
野
に
お
け
る
先
端

研
究

・
教
育
人
材
、
実
践
的
な
研
究
開
発
能
力
を
持

っ
た
若
手
人
材
、

お
よ
び
研
究
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
に
つ
い
て
は
、
特
に
人
材
育

成
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
対
応
が
急
務
で
あ
る
。

従
来

の
日
本
の
大
学
院
教
育
で
は
、
学
生
は
学
部
教
育
の
仕
上
げ

の
段
階
か
ら
比
較
的
狭
い
分
野
で
学
び
、
大
学
院
前
期
課
程
に
進
学

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
持
ち
、
後
期
課
程
で
そ
の
分
野
で
の

学
位
論
文
を
ま
と
め
て
い
く
。
こ
の
間
に
、
融
合
的
な
領
域
と
し
て

の
生
命
情
報
学
の
教
育
を
受
け
る
機
会
は
通
常
は
無
い
。
す
な
わ
ち

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
大
学
院
教
育
方
法
で
は
、
特
定
分
野
を
深
く
極

め
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
周
辺
分
野
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
介

し
て
、
柔
軟
、
か
つ
発
展
的
に
本
来
の
専
門
に
生
か
し
て
い
く
よ
う

な
研
究
者
は
育
ち
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
現
在
の
大
学
院
教
育
課
程
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
生

命
情
報
学
の
能
力
を
教
育
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
こ
の
問
題
に
対

し
て
、
本
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
は
大
学
院
の
教
育
現
場
で
で
き
る
有

効
な
プ

ラ
ン
と
し
て
、
学
生
が
自
ら
の
専
門
を
深
め
な
が
ら
、
同
時

進
行
的

に
生
命
情
報
学
の
能
力
も
養
え
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し

た
。
既
存
の
生
命
科
学
分
野
だ
け
で
な
く
、
生
命
科
学
に
ア
プ

ロ
ー

チ
が
可
能
な
広
い
範
囲
の
理
系
の
基
礎
を
持

つ
学
生
か
ら
希
望
者
を

受
け
入
れ
、
履
修
者
が
将
来
、
生
命
情
報
学
の
成
果
を
自
分
の
研
究

に
生
か
し
、
生
命
科
学
の
各
分
野
で
独
創
的
な
研
究
を
展
開
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
不
足
し
て
い
る
生
命
情

報
学
分
野
の
人
材
養
成
と
、
ま
た
個
々
の
生
命
科
学
分
野
か
ら
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
り
、
生
命
情
報
学
の
さ
ら
な
る
発
展
に
も
寄
与

す
る
と
期
待
さ
れ
る
。

四

本
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
教
育
概
要
と
特
色

本
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
後
期
課
程
の
理
系

二
専
攻
を
主
な
対
象

と
し
て
い
る
。
学
生
は
本
来
の
自
分
の
専
門
の
学
問
研
究
を
続
け
な

が
ら
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
選
択
し
て
受
講
す

る
。
中
心
と
な
る
生

命
情
報
学
分
野
の
講
義
と
演
習
を
は
じ
め
、
関
連
分
野
の
講
義
も
、

主
に
本
学
の
専
任
教
員
が
担
当
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
学
生
た
ち
の

質
問
や
要
望
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
学
習
し
や
す
い
体
制
を
、
学

内
で
作
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
国
内
外
か
ら
の
第

一
線
の

研
究
者
や
教
育
者
に
よ
る
講
義
も
織
り
交
ぜ
、
内
容
を
幅
広
く
深
化

す
る
。
医
学

・
農
学

・
工
学
の
よ
り
広

い
実
践
的
な
領
域
を
カ
バ
ー

し
た
い
学
生
は
、
協
定
校
と
の
単
位
互
換
制
度
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
生
命
情
報
学
の
知
識
と
考
え
方
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
院
教
育
に
比

べ
る
と
、
さ
ら
に
幅

の
広

い
、
学
際
的
な
総
合
研
究
の
立
案
が
で
き
、
高
度
な
専
門
家
と

し
て
、
自
立
で
き
る
能
力
を
持

つ
女
性
研
究
者

の
養
成
を
め
ざ
す
。

そ
の
結
果
、
幅
広
く
、
か
つ
高
度
に
専
門
的
な
職
業
分
野
で
の
活
躍

が
可
能
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る

(図
3
)。

【履
修
課
程
】

博
士
前
期
課
程
で
は
、
既
設
科
目
か
ら
学
生
は
自
分
の
専
門
分
野

と
は
異
な
る
い
く

つ
か
の
科
目
を
選
択
し
て
学
習
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
博
士
後
期
課
程

一
、
二
年
次
で
は
、
「生
命
情
報
学
」
と

「予

測
生
物
学
」
(各
二
単
位
)
に
よ
り
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
生
命
情

報
学
を
学
習
す
る
。
さ
ら
に
、
同
時
進
行
で
、
生
命
科
学
に
お
け
る

各
分
野

の
先
端
的
な
研
究
を
学
習
す
る

「総
合
生
命
科
学
」
で
専
門

性
の
拡
大
を
図
る
。
さ
ら
に
統
計
科
学
、
情
報
科
学
な
ど
の
分
野
の

科
目
も
、
選
択

で
履
修
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ

う

に

し

て

い

る
。
ま
た
、
「生

命

倫

理
学

特

論
」
に
よ

っ
て
、

生
命
倫
理
の
問

題
を
考
え
る
機

会
も
も

つ
。

博
士
後
期
課

程
二
年
次
後
期

の

「生
命
情
報

学
演
習
」
で
は
、

国
内
の
協
力
機

関
と
の
提
携
に
よ
り
、
研
究
の
現
場
を
体
験
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
関
連
す
る
内
容

の
国
際
会
議
発
表
、

な
ら
び
に
海
外
研
修

の
旅
費
支
援
を
行
う
こ
と
も
計
画
し
て
い
る
。

演
習
の
最
終
段
階
で
は
、
学
生
が
自
分
の
専
門
分
野
に
生
命
情
報
学

を
適
用
し
た
研
究
計
画

(リ
サ
ー
チ
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
)
の
作
成
と
そ

の
公
開
発
表
会
を
行
い
、
全
履
修
課
程
修
了
者

に
は
修
了
証
が
授
与

さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
課
程
を
通
し
て
、
学
生
に
は
、
自
ら
の
研
究
に
生
命
情

報
学
を
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
与
え

ら
れ
る
。
こ
の
点
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
立
案

し
た
計
画
を
博
士
論
文
の
た
め
の
特
別
研
究
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
も

可
能
と
し
、
そ
の
場
合
、
指
導
教
員
と
生
命
情
報
学
の
担
当
教
員
が

協
同
で
指
導
に
当
た
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【期
待
さ
れ
る
成
果
】

本
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
課
程
履
修
を
通
し
て
、
生
命
情
報
学
の
知

識
と
理
解
、
能
力
を
修
得
す
る
こ
と
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
成
果
を
、

図
4
に
ま
と
め
た
。

第

一
に
学
生
が
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
通
じ
て
、
研
究
者
か
ら

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ま
で
、
社
会
の
様
々
な
職
業

分
野
で
活
躍
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
生
命
情
報
学
の
能
力
を
生
か

せ
る
職
業
や
研
究
分
野
は
、
幅
広
い
範
囲
に
わ
た

っ
て
い
る
。

第
二
に
、
生
命
情
報
学
は
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
適
し
た
研
究

図3本 イニシアティブの教育概要
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分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
継
続
に
有
利
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

女
性
に
と
っ
て
、
出
産

・
育
児
と
仕
事
や
研
究
と
の
両
立
は
、
時
間

が
制
約
さ
れ
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
継
続
に
と

っ
て

一
つ
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
が
、
育
児
期
に
お
い
て
も
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
高
速
で

ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
研
究
を
進
め
ら
れ
る
生
命
情
報
学
は
、
キ

ャ
リ
ア
継
続
に
大
変
役
立

つ
。
こ
の
観
点
か
ら
、
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
は

女
子
大
学
で
継
続
し
て
人
材
養
成
す
る
意
義
が
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
モ
テ
ル
と
し
て
の
価
値

も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
不
足
し
て
い

る
生
命
情
報
学
の
専
門
家

養
成
に
も
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
こ
の

よ
う
な
理
系
分
野
横
断
的

な
教
育

コ
ー
ス
の
設
置

は
、
生
命
科
学
、
生
命
情

報
学
の
創
造
的
な
発
展
に

通
じ
る
と

い
う
こ
と
が
あ

る
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
は

既
に
、
数
学
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
研
究
者

の
生
命
科
学
へ
の
参
入
を

政
策
的
に
進
め
て
お
り
、
N
I
H
、
N
S
F
か
ら
年
間
六
億
八
○
○

○
万
円
も
の
予
算
が
少
数
の
研
究
者
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。
本
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
広
い
範
囲
の
理
系
の
基
礎
を
も

つ
学
生
を
対
象
に

す
る
こ
と
が
特
色
で
、
生
命
科
学
と
他
分
野
の
融
合
に
よ
る
新
領
域

を
開
拓
で
き
る
人
材
の
育
成
基
盤
に
な
る
と
、
強
く
期
待
さ
れ
る
。

五

今
後
の
方
針

本
学
で
は
、
平
成

一
九
年
度
か
ら
大
学
院
の
部
局
化
に
よ
り
、
専

門
領
域
を
隔
て
て
い
た
教
育
体
制
上
の
壁
を
な
く
し
、
専
攻
を
超
え

た
大
学
院
指
導
体
制
、
学
際
的
な
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
基
幹
分
野
の
充
実
と
先
端

・
創
成
分
野
の
強

化
を
図
る
組
織
構
成
を
め
ざ
し
て
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
に
、
拠
出
さ
れ
た
人
事
ポ
ス
ト
の
活
用
を
図

っ
て
い
く
。
教
育
お

よ
び
研
究
の
両
面
で
産
官
学
と
の
連
携
を
深
め

る
た
め
に
は
、
本
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
が
有
効
と
な
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
を
視
野
に
入
れ
た
教
育

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
込
み
、
本
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
展
さ
せ
る

基
盤
体
制
が
整
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
本
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
に
始
ま
る
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
と
そ
の
活
用

・
発
展

を
通
し
て
、
生
命
科
学
と
そ
の
関
連
分
野
に
お
け
る
女
性
人
材
の
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
は
か
り
、
大
学
院
教
育

の
実
質
化
が

一
段
と
進
む

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

図4本 イニ シアテ ィブにより期待 される成 果

生命情報学を使いこなせる人材

生命研究

リーダー プログラム

ディレクター

ゲノム創薬

ケミカル
バイオロジー

大学教員
バイオ知財 サイエンス

ライター

WHO

1.生命情報学を使いこなせる研究リーダーとして、

あるいは社会に対 して情報発信するジャーナリス

トとして、多様なキャリアパスを通じて活躍する。

2。女性のライフコースに適 した分野で、女子大学で

継続的に人材養成する意義がある。

3.不 足している生命情報学の専門家養成に繋がる。

4.生命科学、生命情報学の創造的な発展に通じる。

本 イニシアティブ

理
系
の
広
い
分
野

生物学

化学

物理学

数学

情報科学

生活科学

生
命
情
報
学

●
事
例
紹
介
●

国
際
的
感
染
症
研
究
者

・
専
門
医

養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム

片

峰

茂

(長
崎
大
学
理
事

・
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
教
授
)

取
組
の
概
要

長
崎
大
学
は
法
入
化
に
際
し
て
中
期
目
標
の
冒
頭
で
、
「世
界
に

不
可
欠
な
知
の
情
報
発
信
拠
点
」
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
理
念
と
し

て
掲
げ
た
。
感
染
症
研
究
教
育
は
、
二

一
世
紀
C
O
E

「熱
帯
病

・

新
興
感
染
症
の
地
球
規
模
制
御
戦
略
拠
点
」
に
採
択
さ
れ
る
な
ど
、

長
崎
大
学
最
大
の
個
性

・
特
長
で
あ
り
、
本
学
の
理
念
実
現
の
た
め

の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
医
歯
薬
学
総
合

研
究
科
新
興
感
染
症
病
態
制
御
学
系
専
攻
は
熱
帯
医
学
研
究
所
と
と

も
に
C
O
E
の
中
核
を
構
成
し
、
と
り
わ
け
人
材
育
成
面

(感
染
症

研
究
者
養
成
)
に
お
け
る
最
大
の
基
盤
組
織
で
あ
る
。

本
専
攻
は
基
幹
教
員
組
織
に
加
え
て
、
熱
帯
医
学
研
究
所
お
よ
び

国
立
病
院
機
構
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究

セ
ン
タ
ー
が
参
画
す

る
な
ど
学
際
性
に
富
み
、
全
国
に
も
類
例
の
な

い
感
染
症
に
特
化
し

た
基
礎

・
臨
床
融
合
型
組
織
で
あ
る
。
二

一
世
紀
の
全
人
類
の
生
存

と
安
全

・安
心
を
脅
か
し
て
い
る
感
染
症

へ
の
対
策
に
国
境
は
な
く
、

国
際
的
に
通
用
す
る
人
材
の
育
成
が
本
専
攻
の
急
務
で
あ
る
。
今
回

の
取
組
は
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
へ
の
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
導
入
を
中
心
と

し
た
教
育
の
実
質
化
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
の

海
外
研
究

・
研
修
シ
ス
テ
ム
の
本
格
導
入
を
主
眼
と
す
る
意
欲
的
な

も
の
で
あ
り
、
中
教
審
大
学
院
部
会
答
申
の
主
旨
と
も
合
致
す
る
。

長
崎
大
学
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
新
興
感
染
症
病
態
制
御
学
系
専
攻

本
学
の
最
も
特
色
あ
る
大
学
院
専
攻
と
し
て
平
成

一
二
年
度
医
学


